　2025年度　長崎県看護連盟県央地区活動計画
長崎県看護連盟　重点方針
1. 見える活動　2.　行動する会員　3.　確かな組織つくり
　4.　第27回参議院議員選挙における組織内候補予定者の擁立　
5.　看護連盟・看護協会の連携強化
　活動目標
1. 若手会員、無関心看護職の政治参加を促進し、組織強化をはかる。
2. 会員の100％が応援する会に入会し、後援会名簿20，000人目標とする(県全体)
3. 会員の確保と育成（各支部目標値の達成）
4. リーダーの増員と育成。
5. 看護協会の政策実現に向けて活動及びその他必要とする問題に取り組む。
6. 看護職の現状を広く紹介する。
	　目標
	計      画

	1.会員の確保と育成
	①看護連盟の活動内容を看護職に伝え認知度を上げる
②会員・非会員に研修を実施(1回以上/年)
③20～30代の会員増加に向け青年部員の増員
④支部役員がいない病院・施設へのアプローチ

	
	

	
	

	2.施設リーダーの育成と支援
	①リーダー・施設連絡員研修の実施(1回以上/年)
②病院・施設の連盟組織図の活用
③各病院・施設でリーダー会の実施(8月・11月・2月予定)

	
	

	
	

	3.研修の実施
	①7/8（火）第１回県央地区合同研修会
②支部合同の研修会・講演会の秋頃実施予定(1回/年)
②青年部によるキャラバン活動の実施(各病院・施設)
③県主催の研修・講演会等へ参加
④国政・県政・市政報告会への参加

	
	

	
	

	
	

	
	

	4.後援会活動
	①後援会名簿を活用し確実な投票行動：獲得目標数　第1（250）
第2（850）第３(210)第4（450)第5(255)　第6（500）合計2515
＊(親会員1名+子会員3名以上)
②県会議員・市議会議員との連携
③講演会・会議・イベントなどへの参加

	
	

	
	

	5.選挙活動
	①支部目標票を確実に獲得
②個人演説会等への参加
③期日前投票の声掛け、確認
④施設リーダー・連絡員との連携
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